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号外 



主将挨拶 

 

6 月 20 日に西京極の陸上競技場で全日本大学駅伝予選会が行われました。昨年は全日本大

学駅伝への切符は 5 枠でしたが、今年は 4 枠、より厳しい戦いが行われることが予測され

ました。われら京大陸上部の目標は当然 4 位に入り、全日本大学駅伝に再び出場すること

でした。全日本への切符が 5 枠から 4 枠になったことは去年の冬季練習に入る前からわか

っておりましたので、長距離はこの伊勢予選で大阪経済大学、関西大学を倒して 4 位に何

としてでも入るために冬から練習に取り組んでいました。しかし、結果は関西大学と 4 秒

67 差で 5 位。確実に京大の選手のレベルが上がってるのは間違いありませんでしたが、そ

れ以上に関西大学がレベルを上げていました。4 位に入れる算段は十分あったために、結果

に全員打ちひしがれました。悔しいという言葉では表せない感情でした。次来る対校戦は七

大戦です。絶対に優勝したいです。伊勢予選の悔しさ悲しさは七大戦で晴らせるものではあ

りませんが、対校戦で負けるとこんなにも悔しいという事実を部員全員が知ることができ

ました。これは強みだと思います。七大戦絶対優勝して部員皆で喜ぶために、僕たちはこれ

からも頑張っていきますので、蒼穹会の皆様方にはいつもと変わらぬご声援・ご支援してい

ただきたく思います。当日は応援ありがとうございました。 

 

京都大学陸上競技部主将 石田真也 

監督挨拶 

 

去る６月２０日、西京極陸上競技場にて全日本大学駅伝予選会が開催され、京都大学は５

位に終わり２年連続の全日本大学駅伝出場はなりませんでした。出場枠の４位との差はわ

ずか４秒６７。非常に悔しい結果に終わりました。 

今大会、選手達は最高のパフォーマンスを見せてくれました。苦しい時でも粘りを見せて

くれました。しかし強気に攻めた関西大に比べ守りの走りをしてしまったかもしれませ

ん。結果論かもしれませんが、当日の選手達に攻める勇気を与えることができなかったの

は僕の責任です。申し訳ありません。 

部員一同、少し前を向くには時間がかかるかもしれません。しかしながら次の目標とする

七大戦は刻一刻と迫ってきています。この悔しさを忘れることなく練習に打ち込み、次こ

そは部員一同最高の笑顔で終われるように日々頑張って参ります。 

最後になりましたが、多くの蒼穹会員の皆様に競技場に足を運んでいただき、ご声援をい

ただきましてありがとうございました。今後ともどうか変わらぬご支援、ご声援のほどよ

ろしくお願い致します。 

京都大学陸上競技部監督 西村優汰  



長距離パートチーフ挨拶 
 

「きっと、死ぬまでこの日を忘れることはないだろう。どうしても皆を笑顔にしたかった。

でも、一度きりの人生で一度きりのチャンスは、もう二度と来ない。だからどうすることも

できない。」 

試合当日の夜、私の練習日誌はこのような文章から始まりました。おそらく、長距離の多く

が同じ思いだったはずです。残ったのは悔しさでも悲しさでもなく、虚無感でした。私たち

に突き付けられたのは「4.67 秒差で本戦を逃した。」というたった一つの結果です。これを

二つの方向から考えることで総括としたいと思います。 

 一つ目。なぜ 4.67 秒差で負けたのか。長距離の選手全員に考えを尋ねました。「自分がち

ゃんと走れなかった。」「サポートの段取りが悪かった。」「関大を甘く見ていた。」様々な答

えが返ってきました。しかし、私は負けた理由はたった一つだと思います。それは、私たち

の日々の努力が関西大学に 4.67 秒分劣っていたということです。「自分があそこでこうし

ていれば…」そんなことを何度も何度も考えました。けれど、実はそれこそが勝負なのです。

今、目の前の考動をどうするか。その一つ一つが勝負の結果を決めていくのです。勝負を決

めるのはレース中でもなく、レース直前でもなく、まさに今、この一瞬なのです。とても当

たり前で、とても大切なことです。それは陸上競技だけではなく人生において。最後に笑う

ためには今、この一瞬を勝利に向けて考動していくしかない。私たちはこの教訓を絶対に忘

れてはいけません。 

 二つ目。なぜ 4.67 秒差まで縮まったのか。昨年の予選会において、4 位との差は 2 分 58

秒でした。枠が 4 に減ることが決まった時、チーフである私が「少しきついかもしれない。」

と感じたほどです。しかし、昨年の全日本を経て選手は変わりました。「どんなことをして

でももう一度この伊勢路に帰ってきたい。」そんな気概を感じました。そして、昨年の 11 月

2 日から今日に至るまでの 8 か月弱、長距離の皆には関西 4 位を取るための練習・考動だけ

を要求してきました。本当に付いてこられるのか、無理なんじゃないのか。私自信が弱気に

なりそうなほど、高次のことを要求してきましたが選手は皆喰らいついてきてくれました。

これは走ったメンバーに限りません。長距離全員です。その成果は予選会当日の走りを見れ

ば明らかだったと思います。大きく成長した選手の走りに、何度も何度も感動させられまし

た。そして 4 位との差をたった一年で 2 分 53 秒縮めたのです。距離にしてほぼ 1 キロ。選

手は本当によく頑張ってくれました。そしてそれゆえに、私自身の指導力の無さを本当に情

けなく思います。申し訳ありませんでした。 

 そして今後へ向けて。これだけ頑張った選手に、涙を流させて終わるわけにはいきません。

私たちに残されたたった一つのチャンスは 11 月 21 日の関西学生駅伝です。今回感じたこ

とを胸に刻み込んで、関西 4 位へ向けて再始動して参ります。最後に笑顔で終わるのは京

都大学です。 

 最後になりましたが、蒼穹会の方におかれましては、ご多忙の中現地へ駆けつけて頂いた

り、本大会に至るまでに多くの激励・サポートをして頂いたりと大変お世話になりました。

多大な感謝を申し上げると同時に、ご期待に添えなかったことを深くお詫びさせて頂きま

す。七大戦、東大戦、関西学生駅伝と対校戦は続きます。蒼穹会の方も含めた全員が笑顔で

終われる結果を残すべく、これからも精進して参ります。この度は本当にありがとうござい

ました。 

京都大学陸上競技部 長距離パートチーフ 平井健太郎 

  



伊勢予選結果 
第 47 回全日本大学駅伝対校選手権大会 

関西地区予選会 

1 位 立命館大学  4:04:17.19 

2 位 京都産業大学 4:05:07.76 

3 位 関西学院大学 4:06:01.12 

4 位 関西大学   4:08:48.55 

(以上４校が全日本出場権獲得) 

5 位 京都大学   4:08:53.22 

 

伊勢予選詳細 
 

6 月 20 日(土) 

西京極総合運動公園陸上競技場 

 

10000m 1 組 

 

1 着 田村 航大(関西学院大 4) 31.41.14 

2 着 辻村 公佑(立命館大 1)  31.42.17 

3 着 吉岡 大輝(関西学院大 3) 31.42.86 

11 着 稲垣 達也(京都大 3)    32.01.27 

12 着 寶  雄也(京都大 4)    32.19.77 

 

予報に反して雨は降らず、気温・湿度ともに

それほど高くないコンディションの中予選

会の１組が始まった。予想されていたよう

に展開はスローペース。1km 3 分 10 秒の

ペースを刻んでいき、誰が出るのだろうと

いう雰囲気。5000m を過ぎてもペースは上

がらずむしろ落ちる。何度かペースは上が

ったがすぐに落ち着き、結局レースが動い

たのはラスト 1000m だった。寶は 8000m

あたりで集団から外れてしまい、稲垣もラ

スト 1km を 2 分 50 秒までは上げられず、

1km 3 分 7 秒程度でゴールした。先行した

大阪経済大学、関西大学との差は約 16 秒と

約 2 秒であった。(大本) 

 

10000m 2 組 

 

1 着  藤原 直樹(関西学院大 2) 30.28.22 

2 着  中野内直人(立命館大 4)  30.28.70 

3 着  平松 大輔(立命館大 4)  30.44.59 

11 着 久好 哲郎(京都大 M2)  31.14.40 

17 着 尾﨑 拓  (京都大 2)    31.58.12 

20 着 新田 一樹(京都大 4)    32.04.37 

 

2 組には久好、新田、尾﨑が出場した。昨年

と同じく速いペースで始まり集団が縦長と

なる中で、久好は先頭集団にマークし、新田

は第二集団を引っ張り、尾﨑はさらに後方

から落ち着いて入った。久好は終始粘って

前に食らいつき、自慢のスパートで力強い

走りを見せてくれた。新田、尾﨑は後半疲れ

が見えたが、落ちてきた大経大の選手を抜

き返すなど最後まで諦めない走りで全力を

尽くした。2 組終了時点でのタイムは京大

が大経大に先行する結果となった。(足立) 

 

10000m 3 組 

 

1 着  寺西 雅俊(京都産業大 3) 30.34.09 

2 着  土井 政人(立命館大 3)  30.35.39 

3 着  本藤 光  (関西学院大 3) 30.39.61 

15 着 下迫田啓太(京都大 4)    31.27.84 

17 着 柴田 裕平(京都大 2)    31.36.33 

 

3 組には下迫田(4)と柴田(2)が出場した。2

組終了時で大経大には先行するも関西大に

負けている状況。レースは京産大の寺西を

中心に比較的ハイペースで進む。下迫田は

第 2 集団で終始落ち着いて走るも後半少し

疲れてしまう。柴田は序盤のペースアップ

に対応せず自分のペースを貫いたがそれが

単独走につながってしまった。二人とも大

きなペースダウンもすることなく最後まで

力を出し切った。しかし関西大の二人に先

着される形になり、勝負は運命の最終組に

託されることとなった。(山下) 

 

10000m 4 組 

 

1 着  濱野 秀  (立命館大 4)   29.32.14 

2 着  高橋 流星(大阪経済大 3) 29.34.83 

3 着  平井 健太郎(京都大 4)   29.37.91 

7 着  横山 裕樹(京都大 M2)   30.10.58 

16 着 平井 幹  (京都大 M2)   30.46.77 

 

4 組には M2 の平井幹と横山裕樹、そして 4

回生の平井健太郎が出場。この時点で 4 位

の関西大学とは 52 秒差。平井健太郎は終始

先頭でレースを進めるも、ラストスパート

で立命館の濱野と大経大の高橋に先着を許

す。横山は先頭集団からこぼれた選手を着

実に拾う盤石のレース運び。平井幹は前半

は抑えて後半にペースを上げ、最後は大経



大と関大の選手に競り勝ってゴール。各人

が自らの役割を全うする素晴らしい走りだ

ったが、4 位関西大学には 4 秒 67 及ばなか

った。(山西) 

 

選手からのコメント 

 
 

予想通りスローペースで展開し、スロー集

団特有のスタミナの削られ方をしたのがラ

ストスパートのキレのなさに繋がったのか

と思います。当日は長い間応援ありがとう

ございました。結果が伴わずに申し訳あり

ません。秋に向けてより一層努力いたしま

す。(稲垣達也 3) 

 

 

 

 

 

 

2 組はスローな展開にならず、先頭の入り

は 2.56。大経大が 1 人先頭についていった

ので一瞬迷ったが、第 2 集団でレースを進

めた。そこからは我慢勝負、先頭から落ちて

くる選手を拾っていった。最終的にライバ

ル校の選手に競り勝てたが、あと 5 秒削り

出せなかったことが悔やまれる。 

(久好哲郎 M2) 

 
 

スローな展開でスタート。5000m を過ぎて

も集団が動かず、ペースアップに備え集団

の前方付近で我慢。8000m 過ぎて集団が動

いたときに転倒に巻き込まれ、そこでリズ

ムを崩しスピードを出せないままゴール。

大きな悔いが残ったが、それを糧にして強

い選手になるよう次に繋げていきたい。 

(寶雄也 4) 

 

 
 



 
 

中盤で冷静さを欠き無理をした為、後半で

ペースを維持できなくなってしまった。情

けない走りしかできなかった。支えてくだ

さった人に申し訳ない気持ちでいっぱいで

す。(尾﨑拓 2) 

 

 
 

前半抑えるという作戦と遅いと感じて集団

の前に出てしまう癖の間で揺れ、半端に集

団の前を走り、集団から遅れてからは大阪

経済大の選手と競る形となった。一周抜か

しの先頭を利用してラスト少しペースアッ

プしゴールするものの 6km~9km でのペー

スダウンが響き 32.03 部内 9 位となった。 

(新田一樹 4)  

 
 

もう一度全日本の舞台に立つことを目標に

練習してきただけに、とても悔しい結果で

す。個人の走りとしても不甲斐ないものに

なってしまい、申し訳ないです。たくさんの

応援やご支援等、本当にありがとうござい

ました。(下迫田啓太 4) 

 



応援やサポート等本当にありがとうござい

ました。わずか 5 秒足らずで全日本を逃し

てしまい本当に悔しいです。1000m 過ぎか

ら一人になってしまい、納得できる結果で

もなく、自分の組で関西大学との差を大き

く広げられてしまったことは悔やんでも悔

やみ切れません。 秋の駅伝では成長した姿

を見せます。(柴田裕平 2) 

 

 
 

沢山の応援、サポートありがとうございま

した。仲間の好走に勇気づけられて攻めの

走りを貫くことができました。ただ「僕さえ

もっと走れていれば」という思いは消えま

せん。ここで沢山の人に涙を流させてしま

った分、秋は日本 IC10000m 優勝、全日本

大学駅伝 1 区区間賞を達成し、必ず周りの

人を笑顔にしたいと思います。 

(平井健太郎 4) 

 

 

 

夜遅くまで応援本当にありがとうございま

した。個人としてもう全日本大学駅伝に出

場することができないと思うと、やりきれ

ない気持ちでいっぱいですが、このチーム

で戦う試合は関西学生駅伝しかないので、

関西学生駅伝で少しでもこの無念を晴らし

たいと思います。引き続きご支援、ご声援を

よろしくお願いいたします。 

(平井幹 M2) 

 
 

先頭が速くなることはわかっていたため、

最初は落ち着いて入り後半から追い上げる

作戦を取りました。個人としては持てる力

を出し切ることができましたが、総合力で

は関大が上手でした。応援ありがとうござ

いました。(横山裕樹 M2) 

 

 
 

 



記録会の結果(5/4~6/14) 
 

石川県選手権(5/4 西部緑地公園) 

▼走幅跳 

山田 健太郎  NM 

奈良県選手権(5/4,5 鴻池) 

▼100m 

眞武 俊輔 予 10.94  +1.4 

▼200m 

眞武 俊輔 予 22.27  -1.0 

            準 22.14  -0.7 

▼400m 

岡部 龍樹 予 50.85 

▼800m 

見鳥 大樹 予 1.59.65  PB 

吉川 慶  予 1.59.89  PB 

猪原 章  予 2.04.55 

中井 一宏 予 2.07.62 

▼4×400mR 

眞杉－岡部－ 予 3.27.60 

猪原－中井    決 3.24.42  3 位 

▼十種競技 

神野 洋介 DNF 

(11.73(+0.5),5.80(+1.1),9.96,1.69,DNF, 

28.46,NM,42.93,DNS) 

木南道孝記念(5/10 ヤンマースタジアム) 

▼110mH 

田中 伸幸  15.70  +0.8 

西田 光治  15.81  +0.1 

国体一次予選兼第 3 回京都陸協記録会 

(5/10  西京極) 

▼100m 

小野坂 健  11.95  -1.4 

珍坂 涼太  12.43  -3.6 

梶原 諒一  12.57  -2.1 

▼400mH 

川﨑 皓斗  61.52 

▼5000mW 

山西 利和  19.43.9  PB  蒼穹新 

▼10000mW 

山西 利和  42.01.3 

▼走高跳 

竹田 風馬  1.85 

▼棒高跳 

田中 皓介  4.50 

▼女子 100m 

藤森 光世  13.29  +2.0  CB 

宮崎 伶菜  14.22  +2.8 

▼走幅跳 

宮崎 伶菜  4.49  +4.8 

              4.26  +1.5  (公認) 

第 2 回京産大記録会(5/23  京産大) 

▼800m 

猪原 章   1.59.70 

永岡 源太郎 2.02.61  CB 

▼5000m 

森田 大地  16.50.66 

村瀬 颯登  18.04.31 

第 1 回宇治市記録会(5/23  太陽が丘) 

▼100m 

森田 悠也  12.04  -0.4 

▼400m 

眞杉 陸   51.33 

金子 渓人  53.70    PB 

▼800m 

橋本 浩法  2.06.28  PB 

▼1500m 

河村 一輝  4.42.67  PB 

▼走高跳  

竹田 風馬  1.80 

扇澤 剛志  1.75 

第 244回日体大長距離記録会(5/23 健志台) 

▼10000m 

久米 祐輔  31.15.23  PB 

下迫田 啓太 31.25.08 

尾﨑 拓   31.25.25  PB 

新田 一樹  31.32.43  PB 

稲垣 達也  31.35.13  PB 

高石 雅貴  31.48.08 

寶  雄也  31.59.95 

岡野 椋介  32.14.06  PB 

辻田 智宏  32.28.23 

松葉 悠剛  33.21.99 

渡邊 駿   33.32.18 

我妻 総   33.44.60  PB 

長谷川 大智 33.54.84  ♪ 

足立 大宜  34.01.91 

第 38 回びわスポ記録会(5/24 びわスポ) 

▼100m 

林  大祐  11.20  +1.8 

金子 渓人  12.14  +0.4 

天野 康平  12.60  +1.1 

▼200m 

金子 渓人  23.96  +0.2  PB 

天野 康平  24.96  -0.4 

▼走幅跳 



林  大祐  6.38  +0.0 

山田 健太郎 6.25  +0.7 

▼円盤投 

金子 渓人  31.55   PB 

▼やり投 

浅野 智司  38.80 

▼ハンマー投 

浅野 智司  NM 

▼女子 100m 

宮崎 伶菜  14.51  +1.4 

▼女子走幅跳 

宮崎 伶菜  4.66   +0.0 

滋賀陸協記録会(5/24  皇子山) 

▼100m 

庄司 渓   11.24  +0.1 

▼200m 

庄司 渓   22.30  +0.8  PB 

▼800m 

橋本 宏平  2.01.86      PB 

▼女子 1500m 

濱 希望   4.59.67 

大体大中長距離記録会(5/24 大体大) 

▼800m 

市川 和也  1.55.57 

関関戦対校オープン(5/30 服部緑地) 

▼100m 

梶原 諒一  12.00  +0.9 

▼200m 

梶原 諒一  24.41  -1.7 

西日本インカレ(6/5~7 岐阜メモリアル) 

▼100m 

牧川 真央 予 10.94  -0.6 

眞武 俊輔 予 10.95  +0.6 

▼200m 

眞武 俊輔 予 21.72  +4.0 

      準 22.37  -0.9 

紀平 直人 予 21.90  +2.0 

牧川 真央 予 21.94  +0.4 

▼400m 

新村 航輝 予 50.09 

▼800m 

市川 和也 予 1.56.57 

山崎 貴志 予 1.57.19 

友田 浩平 予 2.04.71 

▼110mH 

佐藤 優斗 予 15.30  +0.5 

▼400mH 

新村 航輝 予 56.40 

▼10000mW 

海老原 脩 決 48.16.82 

▼4×100mR 

紀平－石田－ 予 41.97 

林－山木田 

▼走幅跳 

石田 真也 決 7.20  +0.7   PB 

▼三段跳 

山岡 隆央 決 14.70  +0.3  PB 

▼女子 800m 

岸本 絵理 予 2.24.80 

▼女子 4×100mR 

金澤－坂上－ 予 53.21 

藤森－山中 

第 245 回日体大長距離記録会(6/6 健志台) 

▼1500m 

足立 涼   3.54.55 

愛知県選手権名古屋地区予選(6/6,7 瑞穂) 

▼200m 

金子 渓人 タ決 24.16  -4.0 

▼400m 

金子 渓人 タ決 53.43        PB 

▼走幅跳 

福島 快  決  5.67  +0.5 

▼円盤投 

金子 渓人 決  31.04 

第 3 回京産大記録会(6/13 京産大) 

▼800m 

友田 浩平  1.57.99 

見鳥 大樹  1.59.62       PB 

猪原 章   2.00.07 

田中 達也  2.01.72       ♪ 

立花 孝裕  2.01.92 

▼1500m 

土田 侑秀  4.15.13       ♪ 

▼女子 1500m 

岡本 萌巴美 2.37.12 

兵庫実業団記録会(6/13  ベイコム) 

▼100m 

庄司 渓   11.39  -0.9 

岡本 和也  11.47  +0.0  ♪ 

備藤 翼   11.48  -0.9 

佐藤 啓太  11.50  +0.2 

林  聖也  11.62  +0.0 

岡部 龍樹  11.76  -0.9 

珍坂 涼太  11.79  +0.2 

眞杉 陸   12.01  -1.6 

▼200m 



土屋 佑太  22.02  +1.1  PB 

庄司 渓   22.67  +0.6 

岡本 和也  23.05  -0.7  ♪ 

備藤 翼   23.50  -1.9 

▼400m 

岡部 龍樹  50.59 

眞杉 陸   51.25        CB 

佐藤 啓太  52.27        PB 

神先 宏樹  53.54        ♪ 

坂口 雄太  53.59 

珍坂 涼太  53.76 

▼5000m 

松葉 悠剛  15.34.59 

長谷川 大智 15.36.19     ♪ 

辻田 智宏  15.45.39 

渡邊 駿   15.51.61 

我妻 総   15.54.55 

永井 健太郎 15.56.12     ♪ 

大海 慎之輔 15.59.36     PB 

川井 拓哉  16.03.50     ♪ 

足立 大宜  16.26.86 

谷口 博紀  17.07.48     ♪ 

森田 大地  17.08.32 

村瀬 颯登  17.13.70 

▼走幅跳 

松下 隼人  6.73   +1.1 

澤  薫   6.66   +0.0  PB 

▼女子 100m 

山中 遥加  14.01  -2.0 

▼女子 1500m 

濱  希望  4.56.33      CB 

小堂 夏希  5.16.22 

増田 茄也子 5.37.94      ♪ 

▼女子走幅跳 

古矢 真莉奈 4.52   +1.0  PB 

個人選手権(6/12~14  BMW 平塚) 

▼100m 

石田 真也 予 10.61  +2.6  5 着 q 

      準 10.79  +0.8   

▼800m 

櫻井 大介 予 1.52.37      1 着 Q 

      決 1.51.09      3 着 

山崎 貴志 予 1.59.37       

▼1500m 

足立 涼  予 3.55.07      6 着 q 

            決 4.11.67      15 着 

岡野 颯斗 予 4.11.72 

▼3000mSC 

岡本 和晃 タ決 9.39.44 

▼10000mW 

山西 利和 決  41.27.35  優勝 
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